
「問題⾏動データ分析 Excel マクロ」使⽤マニュアル 
 
１． 使⽤前の設定 

 

データ⼊⼒する際に出てくる選択肢の
設定は「選択肢設定」シートから 

データ⼊⼒する際に出てくる選択肢を各学校に合わせて設定 
（⽣徒指導部会に報告された案件や、保護者連絡を要した案件など、

⼀定の⽔準以上の問題⾏動のみの⼊⼒を推奨） この Excel マクロを使⽤する年度
の各⽉の授業⽇数を設定 

（⼊⼒した値が「１⽇あたりの件
数」グラフに反映される） 



２． 問題⾏動が⽣じた際の⼊⼒ 

 

最初の⼀⾏⽬だけデータが最初から
⼊⼒されているので、これを消して
⼊⼒を始める。 

問題⾏動データを⼊⼒する際には
「⼀覧」シートから。 



 

基本的にプルダウンメニューから
選択して⼊⼒する。ただし、児童⽣
徒名と指導担当者名については初
回は⼿⼊⼒し、既に⼊⼒したことの
ある名前はプルダウンメニューに
表⽰されるようになる。 

「◯◯の詳細」列については、
その前の列で「その他」を選択
した場合に詳細を⼊⼒する。 



 
 
 
 

複数の児童⽣徒が同じ問題⾏動（⽣徒指導事案）
を起こしてしまった場合、2 ⼈⽬以降は児童⽣徒
列まで⼿作業で⼊⼒し、それ以降は１⼈⽬の内
容をコピーする。 



３． ⼊⼒した問題⾏動データのグラフと分析 

 

これまで⼊⼒したデータのグラフを閲
覧するには、「グラフ」シートから。 

データを新たに⼊⼒した場合には「グ
ラフ更新」ボタンを毎回クリックする。 

これらのフィルターを選択
することで、より詳細な分析
グラフの作成をします。 


